医療連携の安定化をはかる―連携医療機関からの要望応対データー蓄積について by 小里 恭子 et al.

















































































【目的】返却された医療機器の清拭前後で ATP 値を測定し、当院 ME
センターで使用している清拭クロスの清拭評価を行った。
【方法】病棟から返却されたテルモ社製シリンジポンプ TE-331S( 以降
シリンジポンプ ) を無作為に 14 台選出し、清拭前後で 3M クリーン




アガーゼ ( 以降ガーゼ ) にホシザキ電解水生成装置 ROX-10WB で生
成した強酸性水を含ませたもの ( 以降強酸ガーゼ )、ガーゼに 50 倍希
釈ミルトンを含ませたもの ( ミルトンガーゼ ) 計 3 パターンで行った。
ウエットクロス 5 台、強酸ガーゼ 5 台、ミルトンガーゼ 4 台行った。
【結果】各清拭クロスの清拭前後の ATP 値は、ウエットクロス
で 908 → 55RLU、強酸ガーゼで 1873 → 51RLU、ミルトンガーゼ





記載した ATP 値は中央値であり、P 値の有意水準を 0.05 とした。
【考察】各清拭クロスの一枚当たりの定価が、ウエットクロス約 20 円、















【背景・目的】当院では、除細動器は 3 メーカー、5 機種 17 台で運
用しており、単相性除細動器、二相性除細動器の混在や機能など機




【結果】AED7 台、除細動器 17 台（単相性 3 台、二相性 14 台）で
運用していたが、AED から二相性除細動器に変更 4 台、単相性
除細動器から二相性除細動器への更新 4 台、新規 1 台増設を行い、
AED3 台、二相性除細動器 22 台となった。院内急変対応システム
確立後に行った勉強会実施 17 回、延べ 231 名、勉強会前日常点検
実施率 33.3％であったが、勉強会後日常点検実施率 95.4％となった。
【考察】病棟の除細動器を機種統一したことで、院内で発生した除
細動を必要とする緊急時に担当医師が使い慣れているものを使用で
きようになったことでより安全な手技が行えると考えられる。除細
動器の使用頻度が少なく設置場所や使用について知識と技術の習得
が不十分な場合、患者の救命あるいは予後に影響を及ぼす。日常点
検を実施することは、普段から除細動器に慣れることで除細動器へ
の意識的抵抗が薄れ、迅速な除細動器の準備が行えると考える。ま
た、消耗品の補充や機器の不具合の早期発見につながる。救命にお
いて除細動は必要な手技であり、除細動器の機種統一、該当部署へ
の勉強会、日常点検は院内急変対応システムの円滑な運用において
有用であると考える。
【結語】病棟配置除細動器の機種統一行った。勉強会を実施し、日
常点検の実施率が向上した。
